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海の中にひろがるミクロの世界

エドハゼはありふれた魚？

昨年の11月、海で浮
う

いて漂
ただよ

うくらしをする「プランクトン」をテーマとしたプログラムを
行いました。そのプログラムで活用するため、千葉県浦安市、東京ディズニーランド沖

おき

の海でプランクトンネットを使った採集を何回か行いました。
採集したなかで一番多く観察されたのは、長い触

しょっ

角
かく

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

な動物プランクトンのカ
イアシ類でした。また、跳

は

ねるように動くフジツボ類の幼
よう

生
せい

や、滑
すべ

るように動くゴカイ類
の幼生も観察されました。流れに逆らえるほどの泳ぐ力はないものの、それぞれに特徴
的な動きがありました。さらに顕

けん

微
び

鏡
きょう

の倍率をあげると見えるのは植物プランクトンです。
ブロックを積み重ねたような、美しい幾

き

何
か

学
がく

的な模
も

様
よう

の珪
けい

藻
そう

類などが、画面いっぱい
に無数に見えました。
採集したプランクトンは、プログラムの中で子どもたちと一

いっ

緒
しょ

に観察しました。プレパラー
トに垂

た

らした一
いっ

滴
てき

の水の中にこれだけのプランクトンを観察でき、身近な海にこんなにも多
様でたくさんのプランクトンがいることに、みんな驚

おどろ

いていました。  （教育普及係　西村 大樹）

エドハゼは、一年をとおして「西なぎさ」で観察される全長 5cm
ほどの小型のハゼです。特に春の地

じ

曳
びき

網
あ み

調査では全長1～ 2cm
ほどの稚

ち

魚
ぎ ょ

がバケツいっぱいに採集されることもあります。東京
（江

え

戸
ど

）で採集された標本をもとに新種記載されたため、エドハゼ
という名前がつけられました。成魚はアナジャコなど他の生き物
がつくった巣

す

穴
あ な

を隠
か く

れ家
が

に利用したり、産
さ ん

卵
ら ん

に使うことが知られ
ています。「西なぎさ」でも、しおだまりをのぞくと、小さな穴から
顔を出しているエドハゼを見つけることができます。

「西なぎさ」ではふつうに観察できるエドハゼですが、じつは環境
省のレッドリストによって絶

ぜ つ

滅
め つ

危
き

惧
ぐ

種
し ゅ

に指定されています。埋
う

め立
てなどによって、すみかである干

ひ

潟
が た

が全国的に減っていることが、
生息数を減らす一因とされています。東京湾の干潟が少なくなっ
ているなか、「西なぎさ」は人工ではありますが、干潟で生活する
生き物にとって重要な環

か ん

境
きょう

となっています。　  （調査係　市川 啓介）

上）珪藻類　下）ゴカイ類の幼生

エドハゼ

水族園は「西なぎさ」と「東なぎさ」で、さま
ざまな調査を行っています。今回は、2016
年の 12 月に行った「西なぎさ」での地

じ

曳
びき

網
あ み

調査と生き物調査の結果を報告します。

水温15.1℃、気温13.8℃。周年、「西なぎさ」で見られるエドハ
ゼやアシシロハゼなどが採集されました。10月までの調査と比べ
ると、採集される生き物の種類・数ともに少なくなり、秋から冬へ
の変化がみられました。
水温12.6℃、気温10.1℃。冬になり、スズガモやハジロカイツ
ブリなどの渡

わた

り鳥が増えてきました。しおだまりでは、前回の調査
までよく見られていたエビジャコの姿

すがた

がなく、かわりにシラタエビが
数多く見つかりました。

12月地曳網調査：

12月生き物調査：


